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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
／
口
承
文
芸
研
究
と
女
性
―
研
究
史
に
根
ざ
し
て

M
・
K
・
ア
ザ
ド
フ
ス
キ
ー
に
よ
る
「
あ
る

シ
ベ
リ
ア
の
女
の
語
り
手
」
に
つ
い
て

荻 

原
　
眞 

子
　

は
じ
め
に

　

本
例
会
の
た
め
に
M
・
K
・
ア
ザ
ド
フ
ス
キ
ー
の
語
り
手
論
を
紹
介
す

る
よ
う
に
と
い
う
ご
依
頼
を
二
〇
〇
八
年
の
初
夏
の
こ
ろ
企
画
担
当
の
野

村
敬
子
氏
か
ら
頂
い
た
。
氏
は
関
敬
吾
が
ア
ザ
ド
フ
ス
キ
ー
の
論
文
「
シ

ベ
リ
ア
の
女
の
語
り
手
」
に
啓
発
さ
れ
て
語
り
手
研
究
を
手
が
け
よ
う
と

し
た
い
き
さ
つ
を
話
さ
れ
、
本
研
究
会
の
テ
ー
マ
に
即
し
て
ア
ザ
ド
フ
ス

キ
ー
を
取
り
あ
げ
る
こ
と
の
重
要
性
を
説
か
れ
た
。（
そ
の
こ
と
は
会
報

『
伝
え
』
第
四
五
号
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。）

　

さ
て
、関
敬
吾
は
「
語
り
手
研
究
の
課
題
と
展
望
―
平
前
信
を
中
心
に
」

［
野
村　

一
九
八
三　

一
―
十
一
］
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
昭
和

一
四
年
の
末
ご
ろ
、
た
ま
た
ま
ロ
シ
ア
の
民
俗
学
者
ア
ザ
ド
フ
ス
キ
ー

（M
.A

zadow
skij

）
の
『
シ
ベ
リ
ア
の
女
の
語
り
手
』（
一
九
二
六
）
を
読

ん
で
、
昔
話
の
タ
イ
プ
の
研
究
以
外
に
こ
う
し
た
語
り
手
の
研
究
が
あ
る

こ
と
を
知
っ
た
。
し
か
も
そ
の
語
り
手
は
調
査
当
時
（
一
九
一
五
）
五
〇

歳
を
過
ぎ
た
ヴ
ィ
ノ
ク
ロ
ワ
（N

atalja O
ssipow

na W
inokurow

a

）

と
い
う
女
性
で
あ
る
。
こ
の
語
り
手
も
ま
た
わ
が
国
の
多
く
の
昔
話
の
語

り
手
と
共
通
し
、
女
性
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
よ
り
一
層
語
り
手
研
究
へ
の

興
味
を
掻
き
立
て
た
よ
う
で
あ
る
」［
関　

一
八
八
三　

四
頁
］。
し
か
し

な
が
ら
、
そ
の
志
は
戦
争
の
た
め
に
果
た
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
何

が
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
関
の
心
を
捉
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
ア
ザ
ド

フ
ス
キ
ー
論
文
「
あ
る
シ
ベ
リ
ア
の
女
の
語
り
手
」“Eine sibirische 

M
ärchenerzählerin”

（FF C
om

m
unications N

O
.68,p.3-70, 

1926,H
elsinki

）
で
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
ナ
タ
ー
リ
ア
・
ヴ
ィ
ノ
ク

ロ
ー
ヴ
ァ
（
１
）（

一
八
六
〇
―
一
九
三
七
）
は
シ
ベ
リ
ア
の
大
河
レ
ナ
上
流
地

域
に
あ
る
都
市
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
か
ら
二
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
北
の

ヴ
ェ
ル
フ
ネ
レ
ナ
地
区
チ
ェ
ル
パ
ノ
ヴ
ォ
村
の
農
婦
で
あ
る
。
ア
ザ
ド
フ

ス
キ
ー
は
ヴ
ィ
ノ
ク
ロ
ー
ヴ
ァ
を
「
ロ
シ
ア
全
国
に
お
け
る
昔
話
文
芸
の

も
っ
と
も
優
れ
た
語
り
手
の
一
人
、
農
民
の
社
会
環
境
で
育
ま
れ
た
優

れ
た
民
衆
芸
術
家
で
あ
る
」
と
称
讃
を
惜
し
ま
な
い
［А

задовский　

1960 49

］。
本
稿
で
は
ド
イ
ツ
語
論
文
の
元
に
な
っ
て
い
る
著
述
に
よ
っ

て
ア
ザ
ド
フ
ス
キ
ー
の
ヴ
ィ
ノ
ク
ロ
ー
ヴ
ァ
と
い
う
語
り
手
に
つ
い
て
紹

介
す
る
こ
と
に
し
た
い（
２
）。

　
一　

Ｍ
・
Ｋ
・
ア
ザ
ド
フ
ス
キ
ー
と
そ
の
研
究
に
つ
い
て

　
（
以
下
は
ア
ザ
ド
フ
ス
キ
ー 1960

の
B

・

N

・

プ
チ
ー
ロ
フ
に
よ
る
序
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文
に
基
づ
く
。）

　

マ
ル
ク
･
コ
ン
ス
タ
ン

チ
ー
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ
・
ア
ザ

ド
フ
ス
キ
ー 

（
一
八
八
八

―

一
九
五
四
）
は
南
シ
ベ

リ
ア
の
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
生

ま
れ
。
ロ
シ
ア
・
ソ
ヴ
ィ

エ
ト
の
民
俗
学
者
・
文
学
者
・
民
族
学
者
で
あ
る
。
一
九
一
三
年
に
ペ

テ
ル
ブ
ル
グ
大
学
歴
史
・
民
族
学
学
部
を
卒
業
。
ト
ム
ス
ク
大
学
、
イ
ル

ク
ー
ツ
ク
大
学
、レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
大
学
で
教
鞭
を
と
る
。
特
に
、フ
ォ
ー

ク
ロ
ア
研
究
者
と
し
て
は
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
大
学
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
学
科

主
任
を
は
じ
め
、
民
族
学
研
究
所
お
よ
び
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
ロ
シ
ア
文
学

研
究
所
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
部
主
任
を
務
め
、
シ
ベ
リ
ア
奥
地
で
民
俗
学
の
調

査
を
行
っ
た
。
ア
ザ
ド
フ
ス
キ
ー
の
関
心
は
多
岐
に
わ
た
り
、
し
か
も
非

常
に
目
的
意
識
的
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
民
衆
の
創
造
の
理
論
や
歴
史
、

ロ
シ
ア
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
研
究
史
、
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
・
民
族
学
の
調
査
法
、

デ
カ
ブ
リ
ス
ト
運
動
と
デ
カ
ブ
リ
ス
ト
文
学
の
歴
史
的
研
究
、
シ
ベ
リ
ア

文
化
研
究
、
文
学
史
と
し
て
プ
ー
シ
キ
ン
、
ヤ
ジ
ィ
コ
フ
、
ツ
ル
ゲ
ー
ネ

フ
、
コ
ロ
レ
ン
コ
の
研
究
、
文
学
と
社
会
運
動
の
関
連
、
一
九
世
紀
ロ
シ

ア
文
学
の
ナ
ロ
ー
ド
ノ
ス
チ
と
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
の
関
連
に
つ
い
て
の
研
究

な
ど
で
あ
る
。
長
年
に
わ
た
り
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
『
ロ
シ
ア
フ
ォ
ー
ク
ロ

ア
研
究
史
』
を
手
が
け
た
が
、
そ
の
第
一
巻
は
ア
ザ
ド
フ
ス
キ
ー
の
死
後
、

一
九
五
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
。

　

ア
ザ
ド
フ
ス
キ
ー
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
研
究
の
主
要
な
テ
ー
マ
は
ロ
シ
ア

昔
話
で
あ
る
が
、
シ
ベ
リ
ア
調
査
で
F
・
I
・
ア
ク
サ
メ
ン
ト
フ
、 

N
・

O
・
ヴ
ィ
ノ
ク
ロ
ー
ヴ
ァ
、
E
・
I
・
ソ
ロ
コ
ヴ
ィ
コ
フ
と
い
う
優
れ
た

語
り
手
に
出
会
い
、
テ
キ
ス
ト
を
採
録
。
そ
の
出
版
で
は
語
り
手
た
ち
の

生
活
や
環
境
の
観
察
、
生
い
立
ち
、
語
り
手
た
ち
の
昔
話
に
対
す
る
か
か

わ
り
を
総
合
的
に
と
り
あ
げ
た
。
昔
話
や
そ
の
内
容
の
デ
ィ
テ
ー
ル
、
語

り
方
、
主
題
の
選
択
に
は
語
り
手
の
個
人
的
な
始
原
が
あ
る
と
い
う
考
え

方
は
「
ロ
シ
ア
学
派
」
の
特
徴
で
あ
る
が
、
ア
ザ
ド
フ
ス
キ
ー
は
こ
の

「
ロ
シ
ア
学
派
」
の
命
題
を
深
化
さ
せ
た
。
ア
ザ
ド
フ
ス
キ
ー
の
影
響
を

受
け
、
そ
の
後
長
ら
く
「
語
り
手
」
は
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
昔
話
研
究
の
主
要
な

テ
ー
マ
と
な
り
、
一
人
の
話
し
手
の
昔
話
集
が
学
術
出
版
の
主
要
な
位
置

を
占
め
た（
３
）。

　

ア
ザ
ド
フ
ス
キ
ー
は
、
ま
た
、
昔
話
研
究
と
並
行
し
て
一
九
二
〇
年
代

初
め
に
は
「
ロ
シ
ア
学
派
」
の
原
理
を
民
衆
の
泣
き
歌
と
い
う
特
殊
な

ジ
ャ
ン
ル
に
適
用
す
る
試
み
を
行
っ
た
。
ア
ザ
ド
フ
ス
キ
ー
を
惹
き
つ
け

た
の
は
泣
き
歌
の
儀
礼
的
要
素
、
古
典
的
な
モ
チ
ー
フ
で
は
な
く
、
そ
の

芸
術
的
な
内
容
、
そ
の
な
か
の
「
個
人
的
な
発
想
」、
即
興
的
な
も
の
と

伝
統
的
な
も
の
と
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
っ
た
。
論
文
「
レ
ナ
川
の
泣
き
歌
」

は
民
衆
の
泣
き
歌
を
美
学
的
に
重
要
な
現
象
と
捉
え
、
一
連
の
全
く
新
し

い
歴
史
・
民
俗
学
上
、
理
論
上
の
問
題
と
し
て
提
示
し
、
シ
ベ
リ
ア
の
民

衆
文
化
の
研
究
の
必
要
性
を
喚
起
し
た
。

　

も
う
一
つ
の
研
究
の
柱
は
ロ
シ
ア
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
研
究
史
と
ロ
シ
ア
文

学
、
社
会
思
想
に
お
け
る
フ
ォ
ー
ク
ロ
リ
ズ
ム
、
一
八
世
紀
末
～
一
九
世

Ｍ . Ｋ . アザドフスキー
（1960 より）
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紀
前
半
の
ロ
シ
ア
文
学
に
お
け
る
フ
ォ
ー
ク
ロ
リ
ズ
ム
の
解
明
で
あ
っ
た
。

ラ
デ
ィ
シ
ェ
フ
、
デ
カ
ブ
リ
ス
ト
、
プ
ー
シ
キ
ン
、
レ
ー
ル
モ
ン
ト
フ
、
ベ

リ
ン
ス
キ
ー
、
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
、
ド
ブ
ロ
リ
ュ
ー
ボ
フ
、
チ
ェ
ル
ヌ
ィ
シ
ェ
フ

ス
キ
ー
な
ど
が
ロ
シ
ア
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
的
な
思
考
の
豊
穣
な
流
れ
で
あ

る
こ
と
、
そ
れ
が
民
衆
詩
学
に
対
す
る
唯
物
史
観
の
発
展
に
と
っ
て
、
ま

た
、
民
衆
詩
学
の
伝
統
を
ロ
シ
ア
文
学
が
摂
取
す
る
上
で
き
わ
め
て
重
要
で

あ
っ
た
こ
と
が
ア
ザ
ド
フ
ス
キ
ー
の
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
（
こ

れ
に
関
連
し
て
は
、
例
え
ば
、
藤
沼　

一
九
九
九　

参
照
）。

　

Ｍ
・
Ｋ
・
ア
ザ
ド
フ
ス
キ
ー
の
語
り
手
研
究
の
主
要
な
著
作
を
い
く
つ

か
以
下
に
挙
げ
る
。

　
『
レ
ナ
河
の
泣
き
歌
』（
一
九
二
二　

チ
タ
）、『
レ
ナ
河
上
流
地
方
の
昔

話
』（
一
九
二
五　

イ
ル
ク
ー
ツ
ク
、
一
九
三
八　

改
訂
版
）、『
ロ
シ
ア

昔
話
・
秀
逸
な
る
名
人
た
ち
』
二
巻
（
一
九
三
二　

モ
ス
ク
ワ
・
レ
ニ
ン

グ
ラ
ー
ド
）、『
マ
ガ
イ
の
昔
話
』（
一
九
四
〇　

レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
）、『
カ

レ
リ
ア
地
方
の
ロ
シ
ア
昔
話
』（
一
九
四
七　

ペ
ト
ロ
ザ
ヴ
ォ
ー
ト
ス
ク
）、

『
ロ
シ
ア
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
研
究
史　

Ⅰ
―
Ⅱ
』（
一
九
五
八
、一
九
六
三
）、

『
文
学
と
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
論
集
』（
一
九
六
〇　

モ
ス
ク
ワ
・
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー

ド
）
他

二　

ナ
タ
ー
リ
ア
・
Ｏ
・ 

ヴ
ィ
ノ
ク
ロ
ー
ヴ
ァ

　
　
　

―
昔
話
の
変
容
・
語
り
手
の
個
人
的
創
造
性

　

ア
ザ
ド
フ
ス
キ
ー
に
と
っ
て
昔
話
の
語
り
手
を
研
究
す
る
意
図
は
、
口

承
文
芸
に
お
け
る
変
容
が
ど
の
よ
う
に
生
ず
る
の
か
と
い
う
問
題
を
ロ
シ

ア
昔
話
に
つ
い
て
実
証
的
に
解
明
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
A
・

F
・
ギ
リ
フ
ェ
ル
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
北
ロ
シ
ア
の
ヴ
ィ
リ
ー
ナ
（
英
雄
叙

事
詩
）、
V
・
V
・
ラ
ド
ロ
フ
の
北
方
テ
ュ
ル
ク
諸
族
の
英
雄
叙
事
詩
、　

B
・
Y
a
・
ヴ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
ツ
ォ
フ
の
モ
ン
ゴ
ル
英
雄
叙
事
詩
の
研
究
か

ら
語
り
手
に
よ
っ
て
創
造
的
な
変
移
変
容
が
な
さ
れ
る
と
い
う
叙
事
詩
語

り
の
実
際
が
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
そ
の
研
究
の
潮
流
に
ア
ザ
ド
フ
ス
キ
ー

の
研
究
も
ま
た
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　

さ
て
、
ア
ザ
ド
フ
ス
キ
ー
は
ヴ
ィ
ノ
ク
ロ
ー
ヴ
ァ
を
ロ
シ
ア
昔
話

に
お
け
る
「
写
実
的
・
心
理
学
派
（реально-психологическое 

направление

〉
の
も
っ
と
も
輝
か
し
い
優
れ
た
代
表
者
で
あ
る
」
と

し
て
、
そ
の
昔
話
の
特
徴
は
（
一
）
農
婦
、
す
な
わ
ち
、
女
性
の
昔
話
、

（
二
）
貧
農
の
昔
話
、（
三
）
貧
し
い
シ
ベ
リ
ア
の
農
婦
の
昔
話
で
あ
る
と

簡
潔
に
述
べ
て
い
る
［А

задовский　

一
九
三
二　

三
七
一
］。

　

ま
ず
、
女
性
の
語
り
手
と
し
て
の
特
徴
は
、
そ
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
に
女

性
の
主
題
が
顕
著
な
こ
と
で
あ
る
。「
忠
実
な
妻
」、「
賢
い
嫁
」、「
商
人

の
娘
と
泥
棒
」、「
商
人
の
娘
と
御
者
」、「
不
実
な
姉
妹
」、「
大
臣
の
妻
」

な
ど
が
あ
る
が
、
何
よ
り
も
ヴ
ィ
ノ
ク
ロ
ー
ヴ
ァ
は
格
別
な
心
情
と
優
し

さ
を
も
っ
て
「
母
親
」
像
を
語
っ
た
。
例
え
ば
、
不
実
な
嫁
や
姉
が
処
罰

を
受
け
る
場
面
で
、
ヴ
ィ
ノ
ク
ロ
ー
ヴ
ァ
は
決
し
て
「
死
」
を
も
っ
て
す

る
こ
と
は
な
く
、
ま
た
、
子
供
を
気
遣
う
母
を
語
る
際
に
は
そ
の
語
り
口

は
慈
愛
に
満
ち
、
常
に
特
有
な
繊
細
さ
と
心
理
的
な
機
微
に
富
ん
で
い
る
。

　

ア
ザ
ド
フ
ス
キ
ー
は
ロ
シ
ア
昔
話
の
語
り
手
は
お
し
な
べ
て
「
貧
し
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い
農
民
、
社
会
的
な
貧
困
層
」
に
属
し
て
い
る
と
繰
り
返
し
主
張
す
る
。

ヴ
ィ
ノ
ク
ロ
ー
ヴ
ァ
の
語
り
に
も
貧
し
さ
、
貧
し
い
人
々
の
立
場
が
明
確

で
あ
る
が
、
か
と
い
っ
て
そ
の
こ
と
自
体
で
語
り
の
ス
タ
イ
ル
や
語
り
方

が
異
な
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
転
換
さ
れ
る
要
因
と
は
な
ら
な
い
。
そ
の
語

り
に
独
特
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
付
加
さ
れ
て
、
話
の
筋
や
前
提
が
造
り
変
え

ら
れ
る
。
そ
の
好
例
と
し
て
、
森
番
の
老
人
が
貧
乏
人
を
蔑
ん
だ
養
子
を

次
の
よ
う
に
諭
す
場
面
が
あ
る
。「
貧
乏
な
男
が
ど
う
し
て
立
木
を
伐
っ

た
り
す
る
も
の
か
、
そ
の
人
か
ら
罰
金
を
と
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
よ
。
貧
乏

人
を
虐
め
て
は
い
か
ん
。」
ま
た
、
あ
る
商
人
は
死
に
際
に
、「
金
持
ち
か

ら
借
金
を
取
り
立
て
な
さ
い
、
だ
が
、
貧
乏
人
の
借
金
は
帳
消
し
に
す
る

よ
う
に
」
と
遺
言
す
る
。

　

ヴ
ィ
ノ
ク
ロ
ー
ヴ
ァ
の
い
た
チ
ェ
ル
パ
ノ
ヴ
ォ
村
は
南
シ
ベ
リ
ア
の
レ

ナ
川
上
流
に
あ
る
が
、
そ
の
近
傍
の
町
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
は
ロ
シ
ア
帝
政
に

よ
る
シ
ベ
リ
ア
征
服
、
開
発
の
拠
点
で
あ
っ
た
。
十
八
～
十
九
世
紀
を
通

じ
て
、そ
の
辺
り
に
は
鉱
山
労
働
者
、流
刑
囚
な
ど
が
送
り
込
ま
れ
、ま
た
、

一
八
〇
〇
年
代
後
半
の
社
会
的
変
動
の
結
果
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ロ
シ
ア
か

ら
は
数
多
の
移
民
、
放
浪
者
、
浮
浪
民
が
流
入
し
、
そ
の
数
は
六
〇
年
代

に
は
二
、三
万
人
に
も
達
し
て
い
た
と
い
う
［A

sadow
skij 1926 27

］。

ヴ
ィ
ノ
ク
ロ
ー
ヴ
ァ
の
語
り
に
は
そ
の
よ
う
な
シ
ベ
リ
ア
に
固
有
の
日
常

的
な
状
況
が
反
映
さ
れ
、（
ア
）
隠
遁
者
、
放
浪
者
、
浮
浪
者
、（
イ
）
一

夜
の
宿
、（
ウ
）
さ
ま
ざ
ま
な
生
業
＝
浮
送
、
御
者
、
狩
猟
、
筏
や
鉱
山

労
働
者
の
雇
用
な
ど
の
モ
チ
ー
フ
が
と
り
込
ま
れ
て
い
る
。「
金
持
ち
マ

ル
コ
と
不
幸
者
ワ
シ
ー
リ
イ
」
で
は
通
り
す
が
り
の
乞
食
が
一
夜
の
宿
を

求
め
る
が
、
他
の
テ
キ
ス
ト
で
は
家
畜
小
屋
や
牛
舎
が
あ
て
が
わ
れ
る
の

に
対
し
て
（
４
）、

ヴ
ィ
ノ
ク
ロ
ー
ヴ
ァ
は
空
い
た
部
屋
を
提
供
す
る
。
同
じ
話

の
な
か
で
不
幸
者
ワ
シ
ー
リ
イ
の
父
親
は
「
村
一
番
の
水
先
案
内
人
」
で

あ
り
、
ま
た
「
賢
い
妻
」
で
は
レ
ナ
川
の
貴
金
属
採
掘
や
材
木
の
筏
流
し

が
投
影
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
バ
ー
バ
ヤ
ガ
ー
の
鶏
の
脚
の
う
え
に
あ

る
ロ
シ
ア
式
の
農
家
は
「
木
造
の
狩
り
小
屋
」
に
と
っ
て
代
わ
る
。

　

ア
ザ
ド
フ
ス
キ
ー
は
同
じ
主
題
の
昔
話
が
語
り
手
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う

な
差
異
を
も
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
比
較
検
討
し
、
そ
の
差
異
や
変
容
の

起
因
の
一
つ
と
し
て
語
り
手
が
置
か
れ
て
い
る
地
理
的
・
社
会
的
生
活
環

境
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
こ
と
を
明
快
に
説
い
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
語
り
、
す
な
わ
ち
、
伝
承
に
お
け
る
変
容
は
そ
れ
だ
け
に
帰
せ
ら
れ

る
わ
け
で
は
な
い
。
ア
ザ
ド
フ
ス
キ
ー
は
ヴ
ィ
ノ
ク
ロ
ー
ヴ
ァ
の
個
人
的

な
特
徴
と
し
て
、
そ
の
語
り
で
は
昔
話
の
規
範
を
「
軽
視
」
し
、
は
じ
ま

り
や
結
末
の
句
、
前
置
き
、
き
ま
り
文
句
が
極
め
て
稀
で
、
昔
話
の
三
の

数
の
形
式
を
守
ら
ず
、
繰
り
返
し
を
避
け
る
と
い
う
こ
と
な
ど
を
挙
げ
て

い
る
。
か
の
女
は
話
の
本
筋
を
急
ぎ
、
あ
た
か
も
何
と
か
話
を
早
く
終
わ

ら
せ
よ
う
と
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
が
、
主
題
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
数
少
な

い
た
め
に
一
貫
性
が
あ
る
。
そ
の
一
方
で
二
、三
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ
い

て
こ
と
細
か
に
語
る
が
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
主
題
を
展
開
す
る
う
え
で
は

中
心
的
で
は
な
い
。
そ
こ
で
は
ヴ
ィ
ノ
ク
ロ
ー
ヴ
ァ
は
昔
話
の
語
り
の
一

般
的
な
伝
統
か
ら
逸
脱
し
、
例
え
ば
、
昔
話
「
魔
法
使
い
と
そ
の
弟
子
」

で
は
馬
に
化
し
た
息
子
を
手
放
し
、
息
子
と
二
度
と
会
え
な
く
な
っ
た
老

人
の
身
に
な
っ
て
、
そ
の
後
悔
と
嘆
き
を
語
る
。
そ
の
写
実
的
・
心
理
学
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的
な
特
質
こ
そ
が
ヴ
ィ
ノ
ク
ロ
ー
ヴ
ァ
と
い
う
語
り
手
の
本
領
と
い
う
こ

と
に
な
ろ
う
。
ア
ザ
ド
フ
ス
キ
ー
に
よ
れ
ば
、
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
昔
話

の
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
状
況
を
深
め
、「
表
面
的
な
不
可
思
議
の
な
か
の
人

間
性
に
最
後
の
一
筆
を
加
え
た
」
と
い
い
、
ヴ
ィ
ノ
ク
ロ
ー
ヴ
ァ
に
お
け

る
人
間
像
の
活
写
の
し
か
た
は
、「
意
識
的
な
計
算
で
は
な
か
ろ
う
。
そ

こ
に
表
出
し
た
芸
術
的
な
直
感
に
よ
っ
て
、
彼
女
は
他
の
状
況
、
他
の
文

化
的
環
境
の
な
か
で
な
ら
優
れ
た
芸
術
家
・
物
語
作
家
に
な
れ
た
で
あ
ろ

う
」
と
述
べ
て
い
る
［А

задовский 1960 59

］。

む
す
び

　
『
ロ
シ
ア
昔
話
・
秀
逸
な
る
名
人
た
ち
』
に
は
十
五
人
の
語
り
手
に
つ

い
て
の
紹
介
と
、
そ
の
語
り
に
よ
る
昔
話
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ヴ
ィ
ノ

ク
ロ
ー
ヴ
ァ
の
昔
話
と
し
て
「
鷲
王
子
と
そ
の
息
子
」、「
魔
法
使
い
と
弟

子
」、「
弟
と
姉
」、「
ペ
ル
フ
ィ
ル
の
こ
と
（
四
人
の
兵
士
を
司
祭
が
葬
っ

た
）」
の
四
編
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
テ
キ
ス
ト
は
い
わ
ゆ
る
標
準
的
な

ロ
シ
ア
語
で
は
な
く
、
語
り
手
の
方
言
で
あ
る
。
ア
ザ
ド
フ
ス
キ
ー
の
語

り
手
論
は
語
り
手
各
々
の
テ
キ
ス
ト
の
分
析
を
踏
ま
え
た
比
較
研
究
で
あ

る
。
そ
れ
は
口
承
文
芸
が
語
り
手
の
人
生
そ
の
も
の
を
フ
ィ
ル
タ
ー
と
し

て
伝
承
さ
れ
る
と
い
う
紛
れ
も
な
い
真
実
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。B

・

N

・
プ
チ
ー
ロ
フ
は
ア
ザ
ド
フ
ス
キ
ー
の
昔
話
に
対
す
る
基
本
的
な
考
え

方
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
昔
話
は
芸
術
作
品
と
同
じ
よ

う
に
、
伝
統
的
な
素
材
に
語
り
手
が
積
極
的
・
創
造
的
に
介
入
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
創
ら
れ
る
芸
術
現
象
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
昔
話
の
芸
術
的
な

作
用
、
そ
の
理
念
的
な
志
向
性
、
現
代
と
の
か
か
わ
り
、
昔
話
の
詩
学
と

形
式
の
具
体
的
な
特
徴
は
あ
る
社
会
的
環
境
の
下
で
の
も
の
の
見
方
や
雰

囲
気
を
表
現
す
る
語
り
手
の
創
造
的
な
働
き
か
け
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
」

［П
утилов 1960 6

］。
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］。

（
3
）
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
に
お
け
る
伝
承
者
に
関
す
る
研
究
史
と
そ

の
動
向
に
つ
い
て
は
斎
藤
君
子
の
優
れ
た
紹
介
が
あ
る
。［
斎
藤　

一
九
九
一
］

（
4
）
一
例
と
し
て
ア
フ
ァ
ナ
ー
シ
エ
フ
（
中
村
喜
和
編
訳
）
下
『
金
持

ち
マ
ル
コ
と
不
幸
者
ワ
シ
ー
リ
イ
』

（
お
ぎ
は
ら
・
し
ん
こ
／
帝
京
平
成
大
学
）


